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1. 問題と目的

本稿の目的は、少子高齢化が進む地方に生まれ
育った大卒女性を対象にして、地元での就職とそ
の後のキャリア形成の過程を明らかにすることを
通じて、地方における若年層のキャリア形成の環
境と条件を検討することにある。

地方は、職業的な選択肢が少なく、給与水準も
都市部と比較して低いため、若者が安定した将来
像を描くことが難しい状況にあるとされる。そう
した視点から、若者の都市部への流出が、社会問
題として広く認識されてもきた。しかし、近年、
若年層の地方から都市部への移動は減少傾向にあ
り（堀、2015）、社会的・経済的理由から地元に
残ることを選択する若者も増えている。

学卒後、地元に残ることを選んだ若者は、客観
的に見れば、産業や職種の限られた選択肢のなか
から就職先を選ぶ。これまで、地元就職を希望す
る若者については、友人や家族とのつながりを重
視 す る 傾 向 に あ る が（ 轡 田、2017： 新 谷、
2007）、他方で、「就労意欲が低い」「チャレンジ
精神が乏しい」といった評価もされてきた。しか
し、こうした言説は、都市部の大手企業への就職
志向のみを意欲的でチャレンジングであると見な
すような価値観に縛られている可能性が強い。逆
に言えば、親からの援助や地域的資源の活用を期

待できる地元であるという条件に支えられてこそ
若者が持てる職業観や就業意識の固有性――そこ
には、制約や課題性とともに強みや可能性もある
――は見過ごされてきた感がある。

こうした意味で両価的な地方での就職において
も、公務員や金融機関は安定性や社会的信用、待
遇面の充実度において数少ない恵まれた職場とし
て認識されている（例えば、阿部、2017）。とり
わけ、本稿の調査対象者の就職先でもある地方銀
行は、採用人数が比較的多く、地元就職を希望す
る大卒者にとっては人気が高い選択肢になってい
る。

では、地方においても「恵まれた職業」とされ
る銀行に就職することができれば、若者はその後
のキャリアを安定的に築いていると見込めるのだ
ろうか。阿部（2017）や石井（2017）が「恵まれ
た職業」として銀行に注目したのは、安定性や待
遇面の良さからくる将来展望の描きやすさにあっ
た。しかし、その安定性は、結婚や出産に代表さ
れるライフイベント等の影響を何ら受けることな
く持続していくようには想定できない。将来展望
の描き方にしても、地方での地元就職であるがゆ
えの特徴が現れている可能性もあるだろう。ただ
し、残念ながら先行研究では、若者が銀行に就職
した後のキャリア形成がどのように行われている
のかについては十分な検討が加えられていない。
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そこで本稿では、長崎県内の地方銀行に就職し
た大卒女性 4名を対象者として、インタビュー調
査を実施した。女性に焦点を当てたのは、相対的
な意味では女性のほうが、ライフイベントの影響
やそれともかかわる生き方選択の問題など、キャ
リア形成を作用する多様な要因に直面する可能性
が高いと考えたからである。余裕があれば、地方
銀行に就職した大卒男性についての調査も必要で
あり、性別による比較検討も求められるところで
あるが、研究遂行上の条件と制約から今回は断念
した。次の機会に期したい。

なお、本稿で用いられる「安定」という語は、
一義的ではない。地方において銀行への就職が「安
定的」と認識される背景には、正規雇用としての
雇用保障や賃金、福利厚生、社会的信用や威信と
いった制度的・社会的側面がある。一方で、キャ
リア研究の観点からすれば、そうした「外的キャ
リア」は、職業的自己効力感や職業的アイデンティ
ティの確立、あるいは仕事や職場の満足度などの

「内的キャリア」の充実を保証するものでは必ず
しもない。就業継続やキャリアの持続的発展には、
外的キャリア、内的キャリアの双方が影響を及ぼ
すと考えるのが穏当であろう。そうした点も意識
しつつ、本稿では、制度的・社会的側面での「安
定」と主観的側面での「安定」を区別したうえで、
銀行への就職がどの側面に安定に、どのように機
能しているのかを検討していく。

2. 先行研究

堀（2015）は、若者の地方から都市への移動
が減少していることを示した。その背景には、地
方の雇用機会や進学機会が増えたために移動しな
くてもよくなった面がある一方、企業が地域を越
えて労働力を必要としなくなった、都市に進学さ
せるだけの経済的余裕のある家庭が少なくなった
という側面もあるという。さらに、大学生の就職
活動においては親の影響力が大きく、特に女子学
生は家族の意向を踏まえて地元就職を選びやすい
ことも指摘している。

地方に残る若者のキャリアについては、女性の
就労機会の乏しさが問題視されてきた。阿部

（2021）は、大都市圏と地方圏の職業構造を比較し、
地方圏では製造業や対人サービス業などに雇用が
集中し、とりわけ女性にとって良質な職業選択肢
が限られていることを指摘している。こうした構
造的な制約を背景として、女性は、結婚・出産と
いったライフイベントに左右されやすく、キャリ
アを発展的に持続させることが困難になりやすい
ということもある。

白井・小田部・児美川 （2024a）では、高卒女
性たちが限られた選択肢のなかから選んだ仕事に
就き、多くの躓きを経験していたことが示された。
しかし、そのような環境下でも、彼女たちが実務
を通じた学びと職場内での人間関係、周囲からの
承認を通じてキャリアを継続していることが明ら
かにされている。また、白井・小田部・児美川（2025）
では、就業継続している工業高校出身者を対象に
して、就職後に仕事の意義を見出すことがキャリ
アの安定性につながることが示された。地方にお
ける若者のキャリア形成を理解するうえで、「入
口の選択」よりも「就職後の経験と意味形成」が
重要であることを示唆していると言える。

大卒者に着目した研究には、地方における若者
の就労と社会関係資本の関連を分析した石黒

（2006、 2018）がある。石黒（2006）は、若者の
県内での就労において、家族・友人・知人といっ
たパーソナル・ネットワークの多様性が、就労機
会の獲得や雇用の安定性に大きく寄与することを
明らかにした。また、石黒（2018）は、青森県
出身者を対象に、社会関係資本の強さが地域間移
動の意思決定に影響することを示し、地元に残る
／地元に戻るという選択が、家族や地域コミュニ
ティの期待と密接に結びついていることを指摘し
た。これらは、大卒においても、地方におけるキャ
リア形成では社会関係資本が大きな影響を及ぼす
という事実を示す知見である。

他方で、地方在住の若者について、その就労や
キャリア形成への意欲をどう捉えるかは、やや論
争的である。原田（2014）は、地元志向・仲間
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志向・移動回避といった特徴を顕著に示しつつ、
幸福感を持って地元に定着している若者を「マイ
ルドヤンキー」として提示した。このマイルドヤ
ンキー像は、地元定着する若者を「内向き」で「挑
戦しない」と見なすような、社会的に流布した見
方や価値観を補強した側面がある。実際、堀（2022）
は、東京へ移動した若者は、地元就職者に比べて
職業意識やモチベーションが相対的に高く、学歴
や収入も高い傾向があることを明らかにしてい
る。こうした知見は、「都市へ移動する若者＝意
欲的」「地元に残る若者＝消極的」という構図を
正当化するように見えなくもない。

しかし、都市部の大企業への就職や、明確なキャ
リアビジョンに基づく行動を「意欲的」とみなし、
それ以外の選択を「受け身」と捉える価値基準（本
田、 2005）には、都市部と地方の社会構造や労働
市場の諸条件の違いを度外視してしまっていると
いう落とし穴がある。地方の雇用構造や社会的文
脈を扱った（石井、 2020）は、地方の若者が、家
族や地域コミュニティの期待、地域労働市場の制
約をふまえたうえで、利用可能な選択肢の中から
現実的判断を行っていることを示している。この
視点からすれば、「意欲が低い」という理解は、
若者の意欲の問題としてではなく、意欲が表面化
しにくい社会構造や、そもそも何を意欲と見なす
べきかに関する評価枠組みの問題として捉え直す
必要があろう。

以上の先行研究を踏まえると、地方において地
元就職をした女性のキャリアは、「恵まれた職業」
への就職によって、その後の安定性や持続性が保
障されるものではないことがわかる。ライフイベ
ント等に直面しながらも、いかに就職後の就労経
験を意味づけ、自己形成をしていくのか、また直
面する困難をどう乗りきっていくかの際、個人的、
あるいは地域的・社会的な資源をどう活用してい
くのかといったトータルなキャリア形成の過程と
して捉える必要があろう。

3. 方法

3.1. 調査対象
本稿は、地方の若者のキャリア形成について総

合的に検討しようとする研究の一環であり、調査
対象地域は、これまでの一連の研究 1と同様に長
崎県である。これまでの研究は高卒者や企業側に
焦点を当てていたが、本稿では、大卒者に焦点を
当てた。

調査対象者は、長崎県内に本店を置く地方銀行
に就職した県内出身の大卒女性 4名である（表 1）。

3.2. 手続き・調査方法
キャリアの選択・形成・中断・再構築の過程を

精緻に捉えることを目的とし、少数事例によるイ
ンタビュー調査を採用した。インタビューでは、

表 1. 調査対象者

方法

調査対象

本稿は，地方の若者のキャリア形成について総合的に検討しようとする研究の一環であ

り，調査対象地域は，これまでの一連の研究 と同様に長崎県である。これまでの研究は高

卒者や企業側に焦点を当てていたが，本稿では，大卒者に焦点を当てた。

調査対象者は，長崎県内に本店を置く地方銀行に就職した県内出身の大卒女性 名であ

る 表 。

表 調査対象者

手続き・調査方法

キャリアの選択・形成・中断・再構築の過程を精緻に捉えることを目的とし，少数事例に

よるインタビュー調査を採用した。インタビューでは，以下のような質問を行った。

〈 回目調査〉

「就職先として地元の銀行を選んだ理由を教えて下さい。」／「就職活動の際，地元就職に

ついて，どのように考えていたのか，教えてください。」／「入職後，どのような社会人生

活を過ごしていたのか教えて下さい。」／「将来展望について教えてください。」

〈 回目調査〉

「現在のお仕事の状況について教えてください。」／「将来展望について教えてください。」

質問項目は事前に調査対象者に提示し，インタビュー当日はこの項目にそって調査を実

施した。インタビューは を活用したオンラインで行ない， 人 ～ 分程度であっ

た。本人の承諾を得て語りを記録し，最後に内容を確認してもらった。

なお，調査対象者が語った内容は，個人や企業が特定されないように配慮して記述した。

倫理的配慮

氏名 桃子 美奈子 優子 和子

出身地 長崎市内 同左 同左
小学生の時に長崎
市へ転入

生年 1995年 1995年 1995年 1995年

初職 地元のX銀行 同左 同左 同左

入職日 2018年4月 同左 同左 同左

2回目調査時
の職業

福岡にあるカフェ
の社員

韓国にある日本企業の営業
アシスタント（契約社員）

初職(銀行)を継続 初職(銀行)を継続

出身学部 グローバル系学部 グローバル系学部 教育学部 グローバル系学部

1回目調査日 2021年8月 同左 同左 同左

2回目調査日 2025年8月 同左 同左 同左

調査方法 同左 同左 同左
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以下のような質問を行った。
〈1回目調査〉
「就職先として地元の銀行を選んだ理由を教え

て下さい。」／「就職活動の際、地元就職について、
どのように考えていたのか、教えてください。」
／「入職後、どのような社会人生活を過ごしてい
たのか教えて下さい。」／「将来展望について教
えてください。」
〈2回目調査〉
「現在のお仕事の状況について教えてくださ

い。」／「将来展望について教えてください。」

質問項目は事前に調査対象者に提示し、インタ
ビュー当日はこの項目にそって調査を実施した。
インタビューは ZOOM を活用したオンラインで
行ない、1人 60～ 90分程度であった。本人の承
諾を得て語りを記録し、最後に内容を確認しても
らった。

なお、調査対象者が語った内容は、個人や企業
が特定されないように配慮して記述した。

3.3. 倫理的配慮
調査に先立ち、調査対象者に調査への協力は任

意であること、話したくないことは話さなくても
良いこと、途中で中断しても何ら不利益はないこ
とを説明し、同意を得て実施した。 

4. 結果と分析

ここでは、各調査対象者の語りを整理して紹介
し、分析を行う。

4.1. 桃子のケース
中学生の時に英語の先生が好きだったこともあ

り、英語が得意となる。将来、英語関係の仕事に
就きたいと考え、そのためにも大学進学に有利な
進学校へと進んだ。その後、将来については漠然
とした状態にあったが、留学することを目標に、
グローバル系学部へと進学した。在学中、日本語
パートナーズの短期派遣の募集があり、応募した

ところ採用され、大学 2年次の春休みにベトナム
の日本語学校に派遣された。この経験によって東
南アジアに対する印象がガラッと変わり、将来、
ぜひ、日本語パートナーズの長期派遣にも挑戦し
たいと考えた。長期派遣は大卒者が対象であった
ため、とりあえず地元企業に就職して、お金を貯
めようとした。しかし、地元だと、公務員と銀行
ぐらいしか思いつかず、とりあえず説明会に参加
した銀行から早期に内定が出たため、そこに就職
することにした。

桃子にとって、銀行への就職は、日本語パート
ナーズの長期派遣に行くための準備だった。その
ため、長く働いても 3、4年ぐらいという気持ち
だった。ただ、銀行の給料は長崎にしては良い方
で、福利厚生も整っており、人間関係も良くて仕
事が楽しかったことから、このまま働き続けるこ
とに不安や不満はなかった。

桃子は、日本語パートナーズのメルマガに登録
しており、長期派遣に関する情報を収集していた。
入行した年の 10月に、長期派遣の案内があり、
職場の先輩や同僚にも相談した結果、応募するこ
とにした。選考結果は 2月に出るが、周囲への迷
惑を考えて、12月には退職を申し出て、3月に銀
行を辞めた。銀行での仕事は、ノルマが大変だっ
たが楽しかったという。

長期派遣に合格した桃子は、8月からベトナム
に半年間派遣された。そのままベトナムで働きた
いと考えたが、職歴の浅い桃子を採用する企業は
なかった。そこで、職歴を積むことを目的に、語
学を使う東京の外資系ホテルから内定を得た。7
月からの勤務にむけて、6月に上京したものの、
都会の環境に馴染めず、自律神経失調症を患って
しまい、帰省することを選んだ。その後、地元の
飲食店と小売店でアルバイトを始めるが、友達が
正社員としてキャリアを積むなかで、自身の境遇
に焦りを感じた。そこで、地元で長く働ける企業
を求人サイトで探し、地元の小さな工務店に事務
職として就職した。給料や福利厚生は銀行時代に
遠く及ばないものの、人間関係が良く、実家暮ら
しなので、続けていけると考えた。しかし、他者
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との関りが無い事務職は退屈に感じられ、結局
10カ月ほどで辞めて、福岡のカフェにアルバイ
トとして転職した。1年半ほど、接客やキッチン
の下働きを経験した後、大手コーヒーチェーン店
に正社員として採用された。

現在は、バリスタというやりたい仕事に就けた
が、待遇の悪さから、経済的に自立できる現実的
な仕事に転職すべきか悩んでいる。そのため、今
でも銀行時代の同僚に進路について相談している

4.2. 美奈子のケース
美奈子は 4人兄弟の末っ子であった。一番上の

姉（8歳年上）が看護師を目指していたこともあり、
美奈子もその影響を受け、将来は看護師になりた
いと思っていた。勉強も頑張っており、高校の文
理選択では理系コースを選んだ。ところが、英語
の先生と仲良くなり、途中から英語に興味を持ち
出したことで、推薦で県内大学のグローバル系学
部へ進学することにした。

大学生になってからはサークル活動に没頭し、
将来のビジョンについては薄れていった。自分の
したいことが見つからないまま就職活動を行うこ
とになり、周囲に流されながら、福岡と長崎の企
業を中心に 10社程度応募した。その結果、福岡
にある通信系のベンチャー企業と長崎の銀行から
内定を得た。福利厚生と社会的な印象を見比べた
ところ、銀行が良いと思い、地元の銀行への就職
を選んだ。

入行後、最初は窓口業務に就き、事務作業と資
格取得に励んだ。ただ、支店内の人事異動により、
入行半年後には営業部の個人ローン担当に異動し
た。1年後には、これまでの業務も行いつつ、新
たに投資信託や保険商品の販売も担当するように
なった。こうした商品には、販売件数と販売金額
のそれぞれに目標値が設定されていたが、美奈子
は思うように目標を達成することができなかっ
た。さらに、金融商品について勉強していくなか
で、自信をもって勧められない商品もあり、次第
に仕事を辞めたいと思うようになった。しかし、
転職サイトで求人情報をみても、長崎には、銀行

よりも恵まれた労働条件の企業を見つけられず、
条件を落としてまで転職すべきか悩んだ。

美奈子は大学在学中に韓国人留学生の交際相手
がいた。彼が韓国に帰国したこともあり、美奈子
は 2021年 3月に銀行を退職し、彼のいる韓国に
語学留学することを選んだ。しかし、コロナウイ
ルスの影響もあり、すぐにビザが認可されなかっ
たことから、しばらくコールセンターで契約社員
として働くことにした。契約社員であれば、韓国
に行くことになった際に、辞めやすいからであっ
た。結局、職場の人間関係が良かったこともあり、
1年半ほどコールセンターで働いたのち、韓国に
語学留学した。その後、ワーキングホリデーとし
て韓国に滞在しようとしたが、ビザが認可されな
かったこともあり、交際相手と相談した結果、結
婚することになった。

現在は、契約社員ではあるが、日本の IT 企業
の韓国法人に営業のアシスタント（事務職）とし
て働いている。契約が 1年ごとの更新制で待遇も
良くないことから、就職活動を継続している。た
だ、銀行時代に販売目標に追われ、それを思うよ
うに達成できなかった経験から、そうした仕事（営
業職――白井）を避けて探している。

4.3. 優子のケース
優子は、中学時代に教育実習生と仲良くなり、

学校の先生に憧れを持つようになった。また、漫
画の影響で美容師にも興味があった。優子は数学
が得意で、理科も好きであったことから、理学部
への進学を希望していた。しかし、地元の大学に
は理学部がなかった。加えて、優子は 6人兄弟の
長女で、兄が他県の大学へ進学していたことから、
経済的理由と兄弟を世話する必要から地元の大学
への進学を求められた。そのため、与えられた環
境のなかから、地元の大学の教育学部（理科）へ
と進学した。

大学進学後、優子は、あまり将来について考え
ていなかった。しかし、3年生の 9月に教育実習
があり、教員になることも選択肢の 1つとして考
えるようになった。しかし、教員は頻繁な人事異
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動があり、私が一人暮らしをすると、下の兄弟の
面倒をみることや経済的にも家族が大変になると
考えて、民間企業への就職に切り替えた。

就職活動では、とりあえず福岡ぐらいまでは視
野に入れて考えようと、幾つかの企業に応募した。
その結果、福岡、熊本、長崎の各企業から内定を
得た。最終的には、福利厚生と働く環境の良さで、
地元の銀行への就職を選んだ。両親が、地元の銀
行への就職を推していたからでもあった。

1年目は、受付カウンターにおいて現金を管理
する仕事からスタートした。優子にとって銀行は
古い体質に感じられ、また女性の上司がキツイ性
格であったことから、仕事に面白さを感じられな
かった。しかし、2年目から融資担当となり、3
年目には外回りになった。特に、外回りになって
からは、色々なお客様の相談にのるなかで営業成
績も順調に伸ばすことができ、「この仕事は自分
にあっている」と感じ始めた。そんななか、優子
の勤務する銀行が他行と合併することになり、地
方の銀行は、これ以上発展することは見込めない
と思うようになった。そのため、一時は転職を考
えて就職活動をしてみたものの、地元には銀行よ
りも恵まれた待遇の求人が見つけられなかった。
入社 5年目には、住宅ローンの担当になったが、
そこでも継続して営業成績をあげることができ、
店舗内では後輩だけでなく、上司にも仕事を教え
るほどの専門性を身に着けていた。その専門性を
生かして顧客の相談にのり、感謝されることにや
りがいを感じていた。

しかし、交際相手の東京転勤に伴い、結婚を決
意、千葉県に転出した。現在は、千葉県の地方銀
行に中途採用され、育児休暇中である。転職後も
銀行での仕事であれば、「やればできる」という
自信がある。ただし、独身時代のように猛烈に頑
張りたいと思う反面、子どもに寂しい思いをさせ
ないように、ほどほどの働き方にしたいとの思い
もあるという。

4.4. 和子のケース
中学時代の将来の夢は、医者になることであっ

た。しかし、医者になるには相当勉強ができない
となれないということに気がついてからは、特に
目標はなかった。ただ、勉強は好きだったことも
あり、高校は地元の進学校に進んだ。この頃、姉
が看護師になったことから、和子もその影響を受
けて、看護系に興味を持ち、文理選択では理系を
選んだ。しかし、高校の職場見学の一環として訪
れた病院において、看護の現場をみたことで、体
力的に難しいと思った。それがキッカケで大学受
験では文転し、好きな英語について学べるグロー
バル系の学部へと進学した。

進学後、留学するためにアルバイトを始めたが、
徐々にアルバイト中心の生活になり、GPA が足
りず留学を断念することになった。

就職活動では、もともと長崎で就職する気は一
切なかった。英語を勉強してきたことから、漠然
と商社にと考え、それで 5大商社の OB 会に参加
した。そこで感化され、総合商社に絞って就職活
動を行った。最終的には、そのうちの 1社に最終
選考まで進んだが、そこで落ちてしまった。内定
が無く、お金も尽きてしまい、とりあえず九州内
で採用活動を継続している企業の説明会に絞って
参加した。そんな折、銀行から説明会の案内が届
き、偶然参加したことがキッカケで、そのまま採
用試験を受けることになり、内定を得た。内定が
無いという不安のなかで、やっと内定が得られこ
とへの安心感と、銀行でも海外ビジネスサポート
という語学をいかせる部署があることを知り、銀
行への就職を決めた。

社会人 1年目は、窓口業務からのスタートで
あった。12月頃までは、銀行業務において必要
とされる資格取得が続き、2年目からは営業部の
融資担当に異動になった。最初の 3ヵ月は事務処
理が中心であったが、その後、先輩の同行訪問を
経て、徐々に 1人で訪問するようになった。3年
目には、本社の人事部に異動となり、新卒採用業
務に携わった。これまでとは仕事内容が異なりす
ぎて、転職した気分であった。ただ、いずれ支店
配属に戻ることになると考え、融資や資産運用に
関する資格取得にも取り組んでいる。万が一、転
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地方における大卒女性の銀行就職とキャリア形成

職することになった際にも、社外で通用する資格
を取得しておくことは、安心につながると考えた
からであった。

現在は、支店に戻り、法人営業の担当として、
地域の経営者を対象に融資や事業継承、M ＆ A
といった専門性を生かした経営相談にのってお
り、地域経済への貢献が実感できている点にやり
がいを感じている。

4.5. 小括
各調査対象者の職務経歴を整理して示す（表

2）。ここでの特徴は、以下の 3点である。
第 1に、調査対象者 4名のうち、銀行での就業

を継続しているのは和子だけであった。退職理由
は、海外派遣（桃子）、海外留学（美奈子）、結婚
による県外転居（優子）であった。銀行在籍期間
は、それぞれ 1年（桃子）、3年（美奈子）、5年（優
子）であった。

第 2に、調査事例として取り上げた 4名全員は、
必ずしも強い志望動機のもとに銀行就職を選んだ
わけではなかった。桃子にとって銀行就職は、日
本語パートナーズの長期派遣にむけての「準備」
であり、「長く働いても 3、4年程度」の勤務を想
定していた。つまり、長期派遣に参加するための
一時的な手段として銀行就職が位置づけられてお
り、消極的な選択であった。次に、美奈子は福利

厚生と社会的印象の良さから、銀行就職を選んだ。
優子も、複数企業から内定を得たが、「福利厚生
と働く環境の良さ」及び「両親」の推薦を理由に
銀行就職を選んだ。いずれも、地方における限ら
れた選択肢のなかで、待遇や職場環境、安定性を
基準とした現実的な選択であった。他方、和子は、
当初、「長崎で就職する気は一切なかった」が、
総合商社への就職が思うようにいかなかったこと
もあり、九州内での就職に切り替えた。銀行から
の偶然の勧誘を契機に、内定がないことへの不安
と、やっと内定を得られたことへの安心感から就
職を決めた。これは、偶然的選択によるものとも
言える。

4人の事例からみた選択理由は、都市部にある
大企業への就職とは異なる基準と価値判断に基づ
くものと考えられる。しかし、「意欲の低さ」を
示すというよりは、地域的制約（選択肢の少なさ、
家族要因等）があるなかでの主体的な判断であっ
た。

第 3に、就職後の銀行での仕事に対する意味づ
けには 3つのパターンがみられた。

（1）ポジティブな意味形成
優子と和子は、就職当初、仕事内容や職場につ

いてポジティブな印象を持っていなかった。優子
は「銀行は古い体質に感じられ」「仕事に面白さ
を感じられなかった」と、和子も「とにかく大変

表 2. 各調査対象者の職務経歴

注 . 職業経歴は整理の都合上、四半期ごとの表記のため、実際の期間とは若干の誤差がある。
注 職業経歴は整理の都合上，四半期ごとの表記ため，実際の期間とは若干の誤差がある。
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択であった。次に，美奈子は福利厚生と社会的印象の良さから，銀行就職を選んだ。優子も，
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かった」が，総合商社への就職が思うようにいかなかったこともあり，九州内での就職に切

り替えた。銀行からの偶然の勧誘を契機に，内定がないことへの不安と，やっと内定を得ら

れたことへの安心感から就職を決めた。これは，偶然的選択によるものとも言える。

人の事例からみた選択理由は，都市部にある大企業への就職とは異なる基準と価値判断

に基づくものと考えられる。しかし，「意欲の低さ」を示すというよりは，地域的制約（選

択肢の少なさ，家族要因等）があるなかでの主体的な判断であった。

第 に，就職後の銀行での仕事に対する意味づけには つのパターンがみられた。

ポジティブな意味形成

優子と和子は，就職当初，仕事内容や職場についてポジティブな印象を持っていなかった。

優子は「銀行は古い体質に感じられ」「仕事に面白さを感じられなかった」と，和子も「と

にかく大変だった」「書類を書き間違えたらとんでもないことになる」と語っていた。しか

し，両者とも，融資業務や顧客対応の経験を積むなかで，専門性を獲得し，職業的意義や地

域社会への貢献を実感するようになっていた。このポジティブな意味形成に影響を及ぼし

た要因には，「専門性の段階的獲得」（資格取得，指導経験），「成功体験の蓄積」（営業成績，

顧客からの感謝），「社会的承認と，それに基づく評価」（顧客，同僚，上司）があった。

（ ）ネガティブな意味形成
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窓口業務

窓口
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営業部(ロー
ン担当）

営業部(投資信託・
保険担当）

派遣社員(コール
センター）

営業部(融資担当)

窓口業務

窓口業務

無職

営業部(融資
担当)

営業部(融資
担当)

人事部(新卒採用・教育担当)

営業部(外回り)
住宅ローン
センター

産休・育休中

千葉
の地
銀に
転職

韓国に語学
留学

結婚にむ
けた手続

き

コーヒーチェーン店(正社員)
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だった」「書類を書き間違えたらとんでもないこ
とになる」と語っていた。しかし、両者とも、融
資業務や顧客対応の経験を積むなかで、専門性を
獲得し、職業的意義や地域社会への貢献を実感す
るようになっていた。このポジティブな意味形成
に影響を及ぼした要因には、「専門性の段階的獲
得」（資格取得、指導経験）、「成功体験の蓄積」（営
業成績、顧客からの感謝）、「社会的承認と、それ
に基づく評価」（顧客、同僚、上司）があった。

（2）ネガティブな意味形成
美奈子の事例は、銀行就職が必ずしも肯定的な

意味形成につながらない可能性を示している。美
奈子は、営業部に異動後、投資信託や保険商品の
販売を担当したが、「思うように目標を達成する
ことができなかった」。さらに、「金融商品につい
て勉強していくなかで、自信をもって勧められな
い商品もあり、次第に仕事を辞めたいと思うよう
になった」と述べていた。また、美奈子は、販売
ノルマに追われる働き方と、商品に対する疑問の
両面で、仕事に対してネガティブな意味を形成し
ていた。このネガティブな意味形成が、再就職先
を探す際のキャリア選択の基準にもなっていた。

（3）限定的な意味形成
桃子の事例は、職場での人間関係は良好であっ

たものの、銀行業務に対する職業的意味づけが形
成されなかったケースである。桃子は「人間関係
も良くて仕事が楽しかった」「銀行での仕事は、
ノルマは大変だったが楽しかった」と述べており、
職場環境には満足していたが、銀行への就職は「日
本語パートナーズの長期派遣に行くための準備」
であり、1年未満での退職であった。退職後は、
複数の職を転々としており、現在はバリスタとし
て働いているが、「待遇の悪さから、経済的に自
立できる現実的な仕事に転職すべきか悩んでい
る」と述べていた。「今でも銀行時代の同僚に進
路について相談している」という語りからは、銀
行時代の人間関係が精神的支えとして機能してい
る一方で、職業的な方向性は定まっていない状況
が窺える。 

以上からまず確認できることは、「恵まれた職

業」への就職が、必ずしもキャリアを安定化させ
るものではないという現実である。

5. 考察

ここでは、得られた知見をもとに、「恵まれた
職業」とされる銀行への就職が、対象者のキャリ
ア形成プロセスにどのような影響をもたらしたの
か、銀行への就職がその後のキャリアの持続的発
展にどうつながるのかについて検討する。

5.1. 銀行への就職が個人のキャリア形成に与
えた影響

銀行への就職は、「安定的な職業」への到達と
認識されやすいが、調査対象とした 4名の事例か
らは、銀行での就労経験が、各自に一様にポジティ
ブな意味形成をもたらすわけではないことが示さ
れた。むしろ、銀行勤務という同一の職業枠組み
の中においても、配属、業務内容、評価のされ方、
自己の将来展望や価値観との適合といった条件の
違いによって、キャリア形成に発達支援的に機能
する場合とそうではない場合が分かれていた。

（1）キャリア形成に発達支援的に機能したケース
和子と優子のケースは、銀行への就職がキャリ

ア形成の持続と発展の基盤になっていた。両者の
相違点は、和子が同一銀行内でのキャリアを継続
しているのに対し、優子は結婚による県外転出も
あり、他行を含んだキャリアの継続である点であ
る。一方、共通点としては、以下の 3段階のプロ
セスを経験していたことがある。　

第 1段階：専門性の獲得
両者とも窓口業務から始まり、その後、営業と

して融資業務や金融商品の販売、外回りなど、専
門性を高める人事異動を経験していた。優子は、
外回りになってからは色々なお客様の相談にのる
なかで営業成績も順調に伸ばすことができ、5年
目には、店舗内では後輩だけでなく、上司にも仕
事を教えるほどの専門性を身に着けた。和子も融
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資や資産運用の専門知識を深め、現在は「法人営
業の担当として、地域の経営者を対象に融資や事
業継承、M&A といった専門性を生かした経営相
談にのっている」という。専門性の獲得は、段階
的に行われており、そこには本人の学びとともに
一定の就業期間が必要であったと考えられる。
第 2段階：成功体験の蓄積

専門性の獲得は、営業成績や顧客からの感謝と
いったように、優子や和子にとって成功体験の蓄
積につながっていた。優子は「色々なお客様の相
談にのるなかで営業成績も順調に伸ばすことがで
き」「顧客の相談にのり、感謝されることにやり
がいを感じていた」。和子も、「経営者から頼られ
る」ことにやりがいを感じていた。こうした成功
体験の蓄積は、銀行での仕事に対する自己効力感
を高め、自身の存在意義を感じさせたに違いない。
白井・小田部・児美川（2025）においても、高
卒者が仕事を通して周囲から頼られる存在へと成
長していくことが、仕事の継続につながることが
示されていた。
第 3段階：銀行員としての職業的アイデンティティ
の確立

銀行業務において必要とされる専門性を身に着
け、顧客対応に従事するなかで、営業成績とポジ
ティブなフィードバックを得られたことは、銀行
員としての職業的アイデンティティの確立につな
がったものと考えられる。優子は結婚に伴う転居
によって、他県にある地方銀行へと転職した。そ
の際、「銀行での仕事であれば、『やればできる』
という自信がある」と述べていた。和子も、就業
継続を希望しているが、「転職することになった
際にも、社外で通用する資格を取得しておくこと
は、安心につながると考えた」と述べており、他
行でも通用する専門性の高い銀行員を目指してい
た。

この一連のプロセス「①専門性の獲得→②成功
体験の蓄積→③銀行員としての職業的アイデン
ティティの確立」が成立した背景には、次のこと
があったと想定できる。

第 1に、専門性を発揮できる機会。獲得した専
門性を活かせる職務内容や職場環境にいられたこ
とが、実務における成果の獲得につながったもの
と考えられる。

第 2に、ポジティブなフィードバックが得られ
る環境。営業成績や顧客からの感謝、上司・同僚
からの承認といった肯定的な評価が継続的に得ら
れる職場環境が、自己効力感を高め、職業的アイ
デンティティの確立を支えたものと考えられる。

第 3に、成功体験の蓄積。営業成績や顧客から
の感謝、上司や同僚からの評価は、仕事に対する
モチベーションを高めたものと考えられるからで
ある。

（2）キャリア形成に発達支援的には機能しなかっ
たケース

美奈子は、待遇面等において銀行を「恵まれた
職業」として認識していたが、営業職では「思う
ように目標を達成することができなかった」経験
を重ね、自信をもって勧められない商品であって
も販売しなければならない状況に疑念を抱き、離
職へ至った。この離職場面において、美奈子は、
転職サイトで「長崎には、銀行よりも恵まれた労
働条件の企業を見つけられ」ず、「条件を落とし
てまで転職すべきか悩んだ」が、それでも退職を
選択した。その後、非正規雇用（パート）として
就職したコールセンターでは、銀行よりも待遇面
で劣っていたが、人間関係に恵まれたことが就業
継続につながった。一方、営業職に対するネガティ
ブな印象は、再就職場面においても「（営業職を
――白井）避けて探している」など、否定的な影
響を及ぼしていた。

美奈子の事例は、和子や優子が経験した「①専
門性の獲得→②成功体験の蓄積→③銀行員として
の職業的アイデンティティの確立」というポジ
ティブなプロセスとは異なり、「①失敗体験の蓄
積→②不満の増大→③退職」といったネガティブ
なプロセスに陥ったものと思われる。そうなった
理由について、以下の 3点を指摘したい。

第 1に、1つ 1つの配属先での業務経験の短さ
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がある。特に、初期配属された窓口では、他の 3
人は 1年間の業務経験を積んだ後、営業部へと移
動していたのに対し、美奈子は入行半年後には、

「これまでの業務も行いつつ、新たに投資信託や
保険商品の販売も担当する」ようになった。銀行
業務や金融商品に対する知識が希薄なまま既存業
務に加えて、営業にも従事した結果、「思うよう
に目標を達成することができなかった」。そのこ
とが営業職に対するネガティブな印象につながっ
たと考えられる。

第 2に、個人の適性と営業職との職業的ミス
マッチである。自信をもって勧められない商品で
あっても販売しなければならないという事態をど
う受けとめるかは個人によっても差があるだろう
が、美奈子の場合には、それが自己を退職へと追
い込むほどのものであった。

第 3に、短期的なスパンで成果主義を重視する
職場環境である。前述したように、美奈子は入行
半年後には営業にも従事することになった。そこ
では、「商品には、販売件数と販売金額のそれぞ
れに目標値が設定されていた」という。本人の能
力開発よりも短期的な業績を優先した職場環境
が、目標未達による自己効力感の低下を招いた可
能性がある。

以上からわかるのは、美奈子の事例は、「恵ま
れた職業」で安定していると見なされやすい職場
であっても、配属、評価、価値観への適合といっ
た条件しだいでは本人にとっての肯定的な意味形
成が構築されず、順調なキャリア形成を阻害しう
るという示唆であろう。

（3）キャリア形成に、限定的ではあれ発達支援的
に機能したケース

桃子の場合、当初から銀行への就職は「日本語
パートナーズの長期派遣に行くための準備」とい
う位置づけにあった。「人間関係も良くて仕事が
楽しかった」という語りからは、職場環境への満
足はうかがえるものの、銀行業務そのものへの職
業的関心は見られない。また、桃子は入行 1年未
満で退職し、その後、複数の職を転々としており、

そこに一貫性は見られない。「安定した仕事」（工
務店の事務職）にはやりがいを感じられず、かと
いって「やりたい仕事」（カフェ）では「待遇の
悪さから、経済的に自立できる現実的な仕事に転
職すべきか悩んでいる」。

ただし、「今でも銀行時代の同僚に進路につい
て相談している」という語りからは、銀行時代の
人間関係が精神的支えとして機能していることが
窺える。

5.2. 銀行への就職はその後のキャリアの持続
的発展につながっているのか

本稿において、キャリアの持続と発展につな
がっていると考えられたのは、和子と優子であっ
た。ただし、身に着けた専門性を武器に、同一企
業において就業継続しているケース（和子）と、
同業他社に移って就業継続しているケース（優子）
があった。

とはいえ、同一企業に就業継続している和子も、
「転職することになった際にも、社外で通用する
資格を取得しておくことは、安心につながると考
えた」と述べており、同一企業内でのキャリア形
成を前提としつつも、転職の可能性を視野に入れ
ていた。そのことの背景には、地方経済が縮小す
るなかでは、地方銀行にも再編の波が押し寄せて
おり、和子も自らの将来像を自律的に考える必要
性に迫られているといったことも考えられるだろ
う。加えて、優子の語りにみられたように、銀行
は、同業種内であれば比較的仕事内容が似ており、
これまでに培った専門性や経験を生かしやすいこ
ともある。いずれにしても、ここでの強調してお
くべきことは、銀行への就職が長期的なキャリア
形成につながるのではなく、銀行での勤務を通じ
た「専門性の獲得」がその後のキャリアの持続的
発展につながると考えられる点である。

では、銀行を早期退職し、その後、職業を転々
とすることになった桃子と美奈子のケースは、ど
のように考えればよいだろうか。確かに、初職で
の経験は、その後のキャリア形成に直接的にはつ
ながっていない。しかしながら、初職での（失敗）
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経験を通じて自己理解や職業理解を深め、次の職
業選択の基準を形成していると考えれば、キャリ
ア発達にとって必要なプロセスであったとして捉
えることもできる。美奈子は、銀行での「販売目
標に追われ、それを思うように達成できなかった
経験から、そうした仕事を避けて探している」。
これは、初職での経験が、「自分に合わない働き方」
を明確化し、次の選択を方向づける機能を果たし
ているということであろう。桃子も、複数の職を
経験した後、「やりたい仕事」（バリスタ）にたど
り着いた。当初はアルバイトであったが、1年半
にわたる下働きを経験した後、大手コーヒー
チェーン店に正社員として採用された。それでも、
現在は「待遇の悪さから、経済的に自立できる現
実的な仕事に転職すべきか悩んでいる」という。
しかし、こうした葛藤を経験できたがゆえに、桃
子にとって、「やりがい」と「経済的安定」とい
うキャリア形成上の重要な価値観が再確認につな
がったと見なすこともできるだろう。

5.3. キャリア形成の持続的発展につながる要
因

銀行に新卒就職した 4人の事例から、キャリア
形成の持続的発展につながる要因としては、何を
読み取ることができるだろうか。

優子と和子がキャリアを持続的に発展させるこ
とができた要因には、専門性を段階的に修得でき
た点があげられる。その背景には、修得に必要な
就業期間が確保され、かつ、その専門性を生かし
た実践経験と成功体験の蓄積によって、銀行での
営業職に対する自己効力感を獲得できたことが
あったと思われる。

他方、美奈子は、本人の営業職への適性も関係
していたとは思われるが、営業に従事した期間は
2年半程度であったことから、「思うように目標を
達成することができなかった」という失敗体験と
して認識しており、自己効力感の獲得にはつなが
らなかった。このことは、キャリアの持続的発展
をなし遂げるためには、「恵まれた職業」への就
職そのものではなく、就職後の就労経験の質と、

一定の期間（時間）のなかで専門性の修得ができ
るか否かが重要であることを示唆している。

一方、桃子や美奈子の事例からは、個人の価値
観と企業文化、そして職務内容とのマッチングの
重要性も示唆される。美奈子は、「自信をもって
勧められない商品」を販売することに倫理的な抵
抗感を覚え、そうした彼女の価値観との職務との
不一致が離職につながっていた。桃子も、銀行業
務そのものへの関心は薄く、海外派遣に向けた準
備として位置づけていた。そうである以上は、た
とえ職場環境が良好であったとしても、持続的な
就労が中断されうることは想定内の出来事であっ
たとも言える。

5.4. まとめと今後の課題　
本稿では、地方に生まれ育った大卒女性が、地

元の「恵まれた職業」とされる銀行に就職した後、
どのようにその後のキャリアを形成しているのか
を、4名の事例から検討した。

その結果、調査事例として取り上げた 4名は、
いずれも待遇面などに魅力を感じて銀行への就職
を決めていたが、それは地方において地元就職を
希望する場合に取りうる有力な合理的選択である
ことがわかった。その一方で、明らかになったの
は、4名中 3名が離職していた現実からもわかる
ように、「恵まれた職業」への就職が、必ずしもキャ
リア形成の持続性や発展性を保証するものではな
いということである。地方の大卒女性にとって、
就業後のキャリア形成は、就職先の選択によって
規定されるのではなく、就職後に実務経験を積む
なかで専門性を身につけ、それを生かした成功体
験や周囲からの承認を通じて、仕事に対する自己
効力感や職業的アイデンティティを得られるかど
うかに左右されると考えられた。

一方、銀行業務に関する専門性を構築すること
ができず、自己効力感や職業的アイデンティティ
の形成に至らず離職に繋がったケースもあった
が、その場合でも、初職での失敗経験や人間関係
を糧にして、転職活動が行われていた。

以上のことから、地方における若者のキャリア
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形成を捉える際には、初職の選択や就労意欲に焦
点を当てるだけではなく、就職後の仕事の質、職
務期間や職業能力形成に焦点をあて、若者自身の
仕事に対する認識と専門性の獲得プロセスをより
丁寧に捉えていく必要性があると言える。

なお、本稿は、大卒女性 4名という限られた事
例にもとづく検討である。今後は、性別、学歴、
業種が異なる事例にもアプローチし、ここでの知
見がどの程度まで一般化できるのかを検討してい
きたい。

本 研 究 は JSPS 科 研 費 の 助 成（ 課 題 番 号：
24K05741、代表：白井章詞）を受けて行われた
ものである。調査に協力いただいた 4名の調査対
象者に感謝したい。
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注
1	 例えば、以下のような研究がある。若者側に着目し

た研究としては、白井・小田部・児美川（2024a）「地
方に生きる『高卒女性』の職業キャリア形成」、白
井・小田部・児美川（2025）「< 研究ノート> 地
方の高卒就職において安定的なキャリアを歩めるの
は誰か : 就業継続をしている工業高校出身者に着
目して」。企業側に着目した研究としては、白井・
小田部・児美川（2024b）「地方企業は高卒者の
採用をどのように考えているのか : 少子高齢化と若
年層の流出が進む長崎県に着目して」。
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